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い,周期的 S-dハ ミル トニアンを出発点にとり,局在スピンと伝導電子との結合定数Jの大
きな極限を考察した｡ tightbinding近似をすれば,各サイ トでは,エネルギーが低い順に,
丁重項状態,四重項状態,三重項状態をとる｡伝導電子のホッピングを考える時,四重項状態
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でバーガースベクトルb- 〔001〕の刃状転位, a- 〔010〕の螺旋転位, a- 〔211〕の転
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